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日
本
海
総
合
病
院

　
　
放
射
線
科
医
長

石
井
芳
樹

―  特 集  ―

体
調
を
確
認
し
ま
す
。

　

撮
影
後
は
、
放
射
線
科
医
が
診
断

用
モ
ニ
タ
ー
で
画
像
を
確
認
し
ま
す
。

病
気
の
有
無
だ
け
で
な
く
、
場
所
や

広
が
り
、
以
前
か
ら
の
変
化
、
治
療

の
効
果
な
ど
を
読
み
解
き
、
画
像
診

断
報
告
書
に
ま
と
め
ま
す
。
こ
れ
を

「
読
影
（
画
像
を
専
門
的
に
読
み
解

く
こ
と
）」
と
い
い
ま
す
。
緊
急
性

の
高
い
異
常
は
、
担
当
医
へ
速
や
か

に
連
絡
し
ま
す
。
た
だ
し
、
画
像
で

は
分
か
り
に
く
い
病
気
も
あ
る
た
め
、

診
察
や
血
液
検
査
な
ど
と
合
わ
せ
て

判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

放
射
線
科
（
画
像
診
断
）
の

役
割

　
「
放
射
線
科
」と
聞
く
と
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
や
Ｃ
Ｔ
を
撮
影
す
る
場
所
を
思

い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
で
し
ょ
う
。

放
射
線
科
（
画
像
診
断
）
は
、
検
査

を
行
う
だ
け
で
な
く
、
得
ら
れ
た
画

像
を
専
門
的
に
読
み
解
き
、
診
療
に

必
要
な
情
報
と
し
て
担
当
医
へ
伝
え

る
部
門
で
す
。

　

検
査
の
前
に
は
、
依
頼
内
容
、
患

者
さ
ん
の
症
状
、
血
液
検
査
、
過
去

の
画
像
な
ど
を
確
認
し
、
撮
影
す
る

範
囲
や
方
法
、
造
影
剤
（
血
管
や
臓

器
を
見
や
す
く
す
る
薬
）
の
必
要
性

を
検
討
し
ま
す
。
診
療
放
射
線
技
師

は
、
装
置
を
安
全
に
操
作
し
、
体
格

や
体
調
に
合
わ
せ
て
撮
影
条
件
を
調

整
し
ま
す
。
機
器
の
点
検
や
放
射
線

量
の
管
理
も
担
い
ま
す
。
造
影
検
査

で
は
看
護
師
も
加
わ
り
、
検
査
中
の

Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
使
い
分
け

　

Ｃ
Ｔ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮

影
）
は
Ｘ
線
を
使
い
、
体
を
輪
切
り

に
し
た
よ
う
な
画
像
を
短
時
間
で
作

り
ま
す
。
肺
や
骨
、
体
内
の
出
血
、

急
な
胸
痛
や
腹
痛
の
原
因
な
ど
を
広

い
範
囲
で
調
べ
る
こ
と
が
得
意
で
、

救
急
診
療
で
も
活
用
さ
れ
ま
す
。
当

院
に
は
３
２
０
列
Ｃ
Ｔ
と
２
５
６
列

Ｃ
Ｔ
が
1
台
ず
つ
あ
り
ま
す
。
ど
ち

ら
も
広
い
範
囲
を
速
や
か
に
撮
影
で

き
ま
す
。
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
は
画

像
の
ざ
ら
つ
き
を
抑
え
る
処
理
に
用

い
、
放
射
線
量
の
低
減
に
役
立
て
て

い
ま
す
。
読
影
は
放
射
線
科
医
が
行

い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
磁
気
共
鳴
画
像
）
は
、

強
い
磁
石
と
電
波
を
使
っ
て
体
内
を

画
像
に
す
る
検
査
で
、
Ｘ
線
に
よ
る

被
ば
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
脳
や
脊
髄
、

筋
肉
、
じ
ん
帯
、
肝
臓
、
骨
盤
内
の

臓
器
な
ど
、
や
わ
ら
か
い
組
織
を
詳

し
く
見
る
こ
と
が
得
意
で
す
。
当
院

で
は
磁
石
の
強
さ
が
異
な
る
1.5
テ
ス

放射線科について
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ラ
と
3
テ
ス
ラ
の
2
台
を
、
検
査
目

的
や
患
者
さ
ん
の
状
態
に
応
じ
て
使

い
分
け
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｔ
よ
り
検
査

時
間
が
長
く
、
大
き
な
音
が
し
ま
す
。

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
医
療
機
器

や
体
内
金
属
の
種
類
に
よ
っ
て
は
検

査
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
た

め
、
事
前
の
確
認
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
、
ど
ち
ら
か
一

方
が
常
に
優
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
検
査
を
急
ぐ
の
か
、
ど

の
臓
器
を
見
た
い
の
か
、
ど
の
よ
う

な
病
気
が
考
え
ら
れ
る
の
か
に
よ
っ

て
選
び
、
と
き
に
は
両
方
の
情
報
を

組
み
合
わ
せ
ま
す
。
同
じ
装
置
で
も
、

目
的
に
合
う
撮
り
方
で
な
け
れ
ば
必

要
な
情
報
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
装
置

の
性
能
を
生
か
し
、
診
断
し
や
す
い

画
像
に
整
え
る
こ
と
に
、
診
療
放
射

線
技
師
の
専
門
性
が
あ
り
ま
す
。

核
医
学
検
査
と

画
像
下
治
療
（
Ｉ
Ｖ
Ｒ
）

　

当
院
で
は
、
胸
や
骨
を
調
べ
る
一

般
Ｘ
線
撮
影
、
乳
房
を
調
べ
る
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
、
血
管
撮
影
、
核
医
学

検
査
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
核
医

学
検
査
は
、
微
量
の
放
射
線
を
出
す

検
査
薬
が
体
内
の
ど
こ
に
集
ま
る
か

を
撮
影
し
、
臓
器
の
働
き
や
病
気
の

活
動
性
を
調
べ
る
検
査
で
す
。
当
院

に
は
、
核
医
学
画
像
と
Ｃ
Ｔ
画
像
を

重
ね
る
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
が
2
台
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
が
1
台
あ
り
ま
す
。

現
在
、
庄
内
地
域
で
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ

が
稼
働
し
て
い
る
の
は
当
院
の
み
で

す
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
が
示
す
体
内
の

「
働
き
」
と
、
Ｃ
Ｔ
が
示
す

「
形
」
を
重
ね
、
主
に
が
ん

の
広
が
り
や
再
発
の
評
価
に

役
立
て
ま
す
。
た
だ
し
、
す

べ
て
の
が
ん
が
分
か
る
検
査

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
画
像
で
位
置
を
確

か
め
な
が
ら
細
い
管
や
針
を

体
内
へ
進
め
、
出
血
を
止
め

た
り
、
狭
く
な
っ
た
血
管
を

広
げ
た
り
す
る
Ｉ
Ｖ
Ｒ
（
画

像
下
治
療
）
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
小
さ
な
傷
か
ら

行
え
る
も
の
が
多
く
、
体
へ

の
負
担
を
抑
え
た
検
査
や
治
療
に
つ

な
が
り
ま
す
。

地
域
医
療
と
の
連
携
と

検
査
時
の
お
願
い

　

２
０
２
５
年
度
、
当
院
で
は
Ｃ
Ｔ

を
２
８
，
４
５
１
件
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
９
，

１
４
４
件
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
を
１
，

１
４
３
件
実
施
し
ま
し
た
。
地
域
の

病
院
や
診
療
所
か
ら
の
検
査
依
頼
も

受
け
入
れ
、
診
療
情
報
を
共
有
す
る

「
ち
ょ
う
か
い
ネ
ッ
ト
」
を
活
用
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
０
４
年
度

か
ら
、
離
れ
た
場
所
で
も
画
像
を
読

影
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
、
救
急
時

や
休
日
の
診
療
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
に
検
査
を
行
う
た
め
、
妊
娠

の
可
能
性
や
授
乳
中
で
あ
る
こ
と
、

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
体
内
金
属
、
腎

臓
の
病
気
、
ぜ
ん
そ
く
、
造
影
剤
で

具
合
が
悪
く
な
っ
た
経
験
が
あ
る
方

は
、
検
査
前
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

検
査
中
に
痛
み
や
息
苦
し
さ
、
気
分

の
変
化
が
あ
れ
ば
、
我
慢
せ
ず
職
員

へ
合
図
し
て
く
だ
さ
い
。
閉
所
が
苦

手
な
方
や
、
姿
勢
を
保
つ
こ
と
に
不

安
が
あ
る
方
も
、
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
医
師
、
診
療
放
射

線
技
師
、
看
護
師
、
地
域
の
医
療
機

関
が
連
携
し
、
新
し
い
技
術
を
確
か

な
撮
影
と
専
門
的
な
読
影
に
結
び
つ

け
ま
す
。
庄
内
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
必
要
な
画
像
診
断
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
検
査
の
質
と
安
全
性
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

ＣＴ装置
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胸
の
症
状
、
そ
の
原
因
を

よ
り
詳
し
く
調
べ
る
た
め
に

　

歩
い
た
と
き
や
坂
道
を
上
っ
た
と

き
に
、
胸
の
締
め
付
け
や
息
切
れ
が

起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
原

因
の
一
つ
が
、
心
臓
を
養
う
冠
動
脈

に
ど
の
程
度
影
響
し
て
い
る
か
を
数

値
で
推
定
し
ま
す
。
数
値
は
通
常
１
．

０
０
に
近
い
ほ
ど
血
流
へ
の
影
響
が

少
な
く
、
一
般
に
０
．
８
０
以
下
で

は
、
狭
窄
に
よ
っ
て
心
筋
へ
の
血
流

が
不
足
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と

判
断
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
数
値
だ
け
で
治
療
を
決

め
る
の
で
は
な
く
、
症
状
や
ほ
か
の

検
査
結
果
を
合
わ
せ
て
総
合
的
に
判

断
し
ま
す
。
当
院
で
は
、
冠
動
脈
Ｃ

Ｔ
で
治
療
方
針
の
判
断
が
難
し
い
場

合
に
、
Ｆ
Ｆ
Ｒ-

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

従
来
の
検
査
と
何
が
違
う
の
？

　

冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
で
は
、
血
管
の
狭
さ

や
動
脈
硬
化
な
ど
の
「
形
」
を
調
べ

ま
す
。
そ
こ
に
Ｆ
Ｆ
Ｒ-

Ｃ
Ｔ
を
加

え
る
と
、
そ
の
狭
窄
が
血
流
に
及
ぼ

す「
影
響
」も
一
緒
に
評
価
で
き
ま
す
。

　

Ｆ
Ｆ
Ｒ-

Ｃ
Ｔ
は
、
す
で
に
撮
影

し
た
Ｃ
Ｔ
画
像
を
使
う「
追
加
解
析
」

で
す
。
も
う
一
度
の
Ｃ
Ｔ
撮
影
、
造

影
剤
の
追
加
、
新
た
な
放
射
線
被
ば

す
指
標
で
す
。
Ｃ
Ｔ
画
像
か
ら
冠
動

脈
を
立
体
的
に
再
現
し
、
血
液
の
流

れ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

血
管
の
狭
い
部
分
が
心
臓
へ
の
血
流

が
狭
く
な
る
狭
心
症
で
す
。
こ
こ
で

大
切
な
の
は
、
血
管
の
狭
さ
だ
け
で

な
く
、
心
臓
の
筋
肉
に
十
分
な
血
液

が
届
い
て
い
る
か
を
確
か
め
る
こ
と

で
す
。

Ｆ
Ｆ
Ｒ-
Ｃ
Ｔ
と
は
？

　

Ｆ
Ｆ
Ｒ-

Ｃ
Ｔ
は
、
心
臓

の
Ｃ
Ｔ
（
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
）
画

像
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

解
析
し
、
冠
動
脈
の
血
流
が

ど
の
程
度
保
た
れ
て
い
る

か
を
推
定
す
る
検
査
で
す
。

Ｆ
Ｆ
Ｒ
は
「
冠
血
流
予
備
量

比
」
の
略
で
、
狭
い
部
分
よ

り
先
へ
血
液
が
届
き
に
く

く
な
っ
て
い
な
い
か
を
示

心
血
管
の
血
流
を 

見
え
る
化 

す
る
Ｆ
Ｆ
Ｒ-

Ｃ
Ｔ

─  
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
に
『
血
流
の
も
の
さ
し
』
を
加
え
る
検
査

日
本
海
総
合
病
院 

循
環
器
内
科
部
長　

近
江
晃
樹

▶ �

検
査
結
果
は
色
と
数
字
で
分
か
り
や
す
く

表
示
さ
れ
ま
す
。
病
気
の
重
症
度
を
信
号
の

よ
う
に
青
→
黄
→
赤
と
色
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
体
に
管
を
入

れ
ず
、
入
院
も
不
要
で
す
。
説
明
と

同
意
の
う
え
、
個
人
を
直
接
特
定
す

る
情
報
を
取
り
除
い
た
Ｃ
Ｔ
デ
ー
タ

を
専
門
施
設
へ
安
全
に
送
信
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
、
別
の
検
査

方
法
を
相
談
し
ま
す
。

結
果
を
一
緒
に
見
な
が
ら
、

治
療
方
針
を
考
え
ま
す

　

解
析
結
果
だ
け
で
治
療
方
針
が
決

ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
院

で
は
、
症
状
や
ほ
か
の
検
査
結
果
、

患
者
さ
ん
の
希
望
を
合
わ
せ
て
、
薬

に
よ
る
治
療
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
な

ど
を
検
討
し
ま
す
。

　

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
見
送
る
場
合

も
「
何
も
し
な
く
て
よ
い
」
と
い
う

意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
血
圧
、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
糖
尿
病
、
喫
煙
な

ど
を
整
え
、
薬
物
治
療
と
定
期
診
察

を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
本
海
総
合
病
院
で
の
活
用

　
２
０
２
２
年
6
月
か
ら
２
０
２
４
年

3
月
ま
で
に
、
当
院
で
は
１
︐
３
９

４
件
の
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
検
査
を
行
い
、

そ
の
う
ち
３
０
６
件
で
Ｆ
Ｆ
Ｒ-

Ｃ

Ｔ
解
析
を
依
頼
し
解
析
可
能
率
は
約

90
％
で
し
た
。
そ
の
う
ち
解
析
可
能

だ
っ
た
２
７
３
件
で
は
、
約
78
％
が

薬
に
よ
る
治
療
な
ど
を
中
心
と
す
る

方
針
と
な
り
、
約
22
％
が
カ
テ
ー
テ

ル
検
査
へ
進
み
ま
し
た
。
当
院
の
一

定
期
間
の
実
績
で
、
す
べ
て
の
患
者

さ
ん
に
同
じ
割
合
が
当
て
は
ま
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
必
要
な
検

査
や
治
療
を
選
び
分
け
る
た
め
に
活

用
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
当
院
だ

け
で
な
く
近
隣
の
病
院
と
し
て
荘
内

病
院
の
Ｃ
Ｔ
も
解
析
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

検
査
を
受
け
る
前
に

知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

　

Ｆ
Ｆ
Ｒ-
Ｃ
Ｔ
に
は
鮮
明
な
冠
動

脈
Ｃ
Ｔ
画
像
が
必
要
で
す
。
不
整
脈
、

強
い
石
灰
化
、
息
止
め
の
難
し
さ
、

冠
動
脈
ス
テ
ン
ト
や
バ
イ
パ
ス
手
術

後
の
状
態
な
ど
に
よ
り
、
解
析
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
で
は
ヨ
ー
ド
造
影
剤

を
使
用
し
ま
す
。
腎
機
能
が
低
下
し

て
い
る
方
、
造
影
剤
で
ア
レ
ル
ギ
ー

症
状
が
出
た
こ
と
が
あ
る
方
、
妊
娠

中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
方

は
、
事
前
に
医
師
へ
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
鮮
明
な
画
像
を
得
る
た
め
、
脈

拍
を
整
え
る
薬
や
血
管
を
広
げ
る
薬

を
使
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
検
査
前

の
飲
食
や
内
服
は
、
病
院
の
案
内
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

大
切
な
お
知
ら
せ

　

Ｆ
Ｆ
Ｒ-

Ｃ
Ｔ
は
、
症
状
が
安
定

し
て
い
る
方
に
行
う
検
査
で
す
。
胸

痛
が
長
く
続
く
、
冷
汗
、
吐
き
気
、

安
静
に
し
て
も
改
善
し
な
い
な
ど
の

症
状
が
あ
る
場
合
は
、
予
約
日
を
待

た
ず
１
１
９
番
通
報
を
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。
気
に
な
る
症
状
は
、
か
か

り
つ
け
医
ま
た
は
当
院
循
環
器
内
科

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

冠動脈ＣＴ検査画像
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　8月8日（土）日本海総合病院で第12回あきほ祭りが行われました。
　今年は開催時期を早めて、夏休みのお子様たちに医療・健康につい
てたくさん体験してもらえるような企画を実施しました！
　暑い日差しの中、ご来場いただいた皆様、ご協力いただいた出店者様、
出演団体様ありがとうございました。

　例年の病院体験教室に加えて、
医療職ってかっこいいな展、サイ
エンスラボを開催！
　いろんな医療職の体験を楽し
んでいただいたようで嬉しいです！

　今年度は、19 の地元飲食店様を
お呼びし、院内、院外に出店してい
ただきました。
　また警察・消防のご協力ではたらく
くるま展示も行いました！

来年度も多くの皆様に楽しんでいただけるよう、様々な企画に挑戦したいと思います！！

エントランスイベントでは出演いただいた皆さんから
あきほ祭りをたくさん盛り上げていただきました！！

エントランスイベント

はたらくくるま

病院体験教室

出 店

あ き ほ 祭 り
第12回
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………………………………　  ナビダイヤルの流れ 　………………………………

ナビダイヤル
0570-000-224

泌尿器科、耳鼻咽喉科
産婦人科、消化器内科 2

外来への問合せ 1 整形外科、内科、外科 1 整形外科 1

小児科 3

予約変更 2

その他 3 外科 3

内科 2

その他の診療科

もう一度聞く 0

5

放射線治療科 4

オペレーターにつながります

消化器内科 4
オペレーターにつながります

泌尿器科 1

耳鼻咽喉科 2

産婦人科 3

➤番号の選択は音声ガイダンスの途中でも可能です。
➤音声ガイダンス中や通話までの待ち時間は、通話料金は発生しません。
➤一定時間、番号を選択しなかった場合はオペレーターへおつなぎします。

9月1日から日本海総合病院は

外来専用ダイヤルを開設しました

0570-000-224

自動音声案内サービスでご案内し、
希望の診療科へプッシュ番号でお繋ぎします

（例）内科を予約しているが予約時間を変更したい。
ナビダイヤル 0570-000-224 →  ② → ① → ②

※一部のIP電話からおつなぎできません。
※通話料金は、固定電話から8.5円/３分、携帯電話から10円/20秒（令和８年10月１日より20円/30秒、
公衆電話10円/40秒となります（いずれも税別）。なお、携帯電話定額制プランの対象外となります。

【受付時間】 平日
（お問合せ） 14:00～17:15
（予約変更） 14:00～15:30
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発
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人
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田
市

病
院

機
構

 広
報

企
画

委
員

会
事

務
局

日本海総合病院 経営企画課広報誌担当まで

〒
998-8501 山

形
県

酒
田

市
あ

き
ほ

町
30番

地
　

TEL 0234-26-2001（
代

表
）

 FAX 0234-26-5114　
印

　
　

刷
●

鶴
岡

印
刷

株
式

会
社

広
報
誌
｢あ
き
ほ
｣第
71号

令
和
8
年
9月（

季
刊
）発
行
部
数
：
2,500部

思いやりの心を大切にします。
　質の向上に努め、安全な医療を提供します。
　地域との連携を促進し、住民の健康と福祉の向上を目指します。
　持続可能な病院経営を通して、地域に貢献します。

基本理念

本誌へのご意見・ご感想をお聞かせください。

TEL 0234-26-2001（代表）

日本海総合病院では広報誌以外にも
情報発信を行っています！

お気軽にフォローを
よろしくお願いいたします

日本海総合病院
公式Instagramを
開設しました！

特 集

放射線科について

ご
自
由
に
お
と
り
く
だ
さ
い
。

地方独立行政法人 山形県・酒田市病院機構 広報誌 あきほ

71vol.

2026年 秋
放射線科 横山　優作

神経内科 鈴木　大介

初期研修医② 柴山　陽平

呼吸器外科 松尾　草明 放射線科 伊勢　元晴

転 出 者

医 師 異 動
日本海総合病院転 入 者

日本海総合病院

　先日、例年より 1か月ほど早く「あきほ祭り」
を開催しました！病院や医療職のお仕事をより
知っていただけるよう、スタッフ一同春から準
備を進めていました。
　当日は絶好のお天気に恵まれ、多くの皆様に

ご来場いただきとても嬉しかったです。好評い
ただいているドクターヘリの飛行訓練は、救助
要請のため叶いませんでしたが、これも医療や
人命に関わるお仕事の一つであるのだと深く実
感しました。
　次回に向けてまたいろんな企画を検討して
いきますので、ぜひご来場お待ちしております。

編 集 後 記

◆各病院の患者数の状況� （単位：人）

日本海総合病院 日本海酒田リハビリテーション病院 診療所
用語の定義

令和6年度 令和7年度 前年度比較 令和6年度 令和7年度 前年度比較 令和6年度 令和7年度 前年度比較

延入院患者数 174,770 167,469 △ 7,301 32,530 30,455 △ 2,075 ー ー ー 延在院患者数（毎日24時現在入
院している患者数）＋退院患者数

新入院患者数 14,967 15,050 83 631 556 △ 75 ー ー ー 新たに入院された患者数
1日平均入院患者数 478.8 458.8 △ 20.0 89.1 83.4 △ 5.7 ー ー ー 延入院患者数÷年間診療日数

延外来患者数 312,596 314,642 2,046 136 230 94 17,843 16,773 △ 1,070（４月～３月）年度間の外来受診
された患者数

新外来患者数 26,397 26,149 △ 248 8 12 4 1,090 884 △ 206 新たに外来受診された患者数
1日平均外来患者数 1,286.4 1,300.2 13.8 0.6 1.0 0.4 77.8 78.4 0.6 延外来患者数÷年間診療日数

� （単位：百万円）

◆収支状況
　総収益264億500万円に対し、総費用271億1,200万円で、
当期純損失は7億800万円となりました。2年連続の赤字とな
り、大変厳しい結果となりました。
　経常収益（営業収益＋営業外収益）は、延外来患者数や診療
単価の増加、賃上げ・物価上昇に対する支援事業費補助金等
の増加等により、前年度と比較し6億3,500万円増加しました。
　経常費用（営業費用＋営業外費用）は、給与改定や高額な
診療材料や注射薬の使用量増加に伴う材料費の増加等により、
前年度と比較し12億500万円増加しました。	

区　分 法人全体
令和６年度 令和7年度 増減額

総
　
収
　
益

営
業
収
益

入 院 収 益 15,385 15,376 △ 9
外 来 収 益 7,431 7,875 444
その他営業収益 2,707 2,607 △ 100

計 25,523 25,857 334
営 業 外 収 益 226 527 301
臨 時 利 益 20 21 1

合　計 25,769 26,405 636

総
費
用

営 業 費 用 24,521 25,579 1,058
営 業 外 費 用 1,332 1,479 147
臨 時 損 失 18 54 36

合　計 25,870 27,112 1,242
当　期　純　利　益 △ 101 △ 708 △ 607

※区分毎に四捨五入しているため合計額が一致しない項目がある。

令和 7 年度  決 算 報 告


